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� はじめに

画像から任意の領域を取り出す処理は，画像合

成や画像の圧縮符号化，コンテンツ作成などには

欠かせないものであり，今まで様々な手法が提案さ

れてきた．画像からのオブジェクト抽出には，様々

な手法が提案されてきた．画像からのオブジェク

ト抽出には，変形輪郭モデルを用いたオブジェク

ト抽出が提案されている ���．しかしながら，これ

らは抽出する対象が決まっていたり，抽出対象を

指定する際に，ユーザの行う操作が負担のかかる

ものであった．そこで著者らは，ユーザの負担を

軽減すべく，ラフな位置指定を行うだけで，任意

の対象を抽出する方法を提案し ���，さらに計算時

間と抽出結果向上のための手法も提案している ���．

本研究では，ヒストグラムを用いた色差計算によ

る抽出精度の更なる向上と，フレーム間で特に似

ている領域を利用した動画像に対してオブジェク

ト抽出を行うための手法を提案する．本手法によ

り，初期フレームに対して非常に簡易な位置指定

を行うだけで，領域全体を抽出し，以降のフレー

ムにおいてもオブジェクトを抽出することが可能

になる．

� 静止画像からの領域抽出法

文献 ���において，筆者らはすでに，正確に抽出

対象の輪郭を指定しなくても，対象を抽出する方

法を提案している．この手法は，抽出対象の領域

内の一部を囲み，その中の色情報を取得し，それと

画像内に存在する画素との色差を計算することに

よって色差が一定値以下の画素を抽出するという

ものである．この手法により，抽出対象の位置指定

が簡易なものであっても領域抽出が可能になった．

また文献 ���において，面積を変えることができる

ブロック領域の統合を繰り返すことにより，計算

時間と抽出結果の向上を実現した．

� 初期フレームからの領域抽出

動画像からのオブジェクト抽出を行うために，ま

ず最初に初期フレームからオブジェクト抽出を行

う．図 �に初期フレームからの領域抽出の手順を

示す．これは，文献 ���の手順とほぼ同様であり，

これと異なる箇所を説明する．

図 ��初期フレームにおける領域抽出処理手順

��� ヒストグラムによる色差判定

文献 ���の手法では，ブロック間の色差を判定す

る際，ブロックの中央画素の値を基準にして色差

判定を行っていたが，中央画素に存在した異常な

値が選ばれることにより結果に悪影響を及ぼして

いた．そこで本手法では，ブロック内のヒストグ

ラムを作成し，ヒストグラム同士の比較を行うこ

とによって色差を判定する．ヒストグラム同士の

比較を行うことによって，ブロック内に異常な値

があったとしても，統計的な比較が可能なため，抽

出結果に影響を及ぼしにくい．ヒストグラム同士

の比較には，����������	
��	�情報量を用いる．
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��情報量��
� ��は，二つの確率密度関数 
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間の隔たりを定量的に示す量であり，
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と求められる．��
� ��が
に近いほど，二つの分

布が近いとみなされる．

　

��情報量をヒストグラム比較に用いる場合は，

式 ���を離散的に考える必要がある．参照するヒ

ストグラムを � 	 ���� � � � � ���，評価したいヒス

トグラムを � 	 �	�� � � � � 	��とする．この二つの

ヒストグラムの��情報量は，
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として求められる．��情報量が閾値以下の場合，

そのブロックを抽出する．

� 動画像からのオブジェクト抽出

初期フレームでの抽出結果を基に，以降のフレー

ムにおいてオブジェクト抽出を行う．動画像にお

けるオブジェクト抽出にはフレーム間でよく似た

領域である高類似領域を利用して抽出を行う．図

� に処理の流れを示す．手順のうち，平滑化と色

空間の変更においては文献 ���と同様の処理として

いる．

図 ��動画像からのオブジェクト抽出処理手順

��� 高類似領域の探索

初期フレームと次のフレームにおいて，初期フ

レームで抽出した対象と特に似ている領域を高類

似領域として抽出する．手順は以下の通りになり，

図 �にその様子を示す．

�����：図 ����の初期フレームで抽出できた領域

���抽出結果 ���次フレームの画像

���ブロック分割 � ���ブロック分割 �

���高類似領域の抽出

図 ��高類似領域の探索

を図 ����の次フレームの画像に重ね合わ

せる．

�����：図 ����と図 ����を重ね合わせた図 ����に

対してブロック分割を行う

�����：図 ����のように，図 ����に対してもブ

ロック分割を行い，ブロックに番号を割

り当てる．

�����：図 ����と図 ����の各ブロックから色情報

を取得する．

����	：番号順に，図 ����と図 ����との色情報を

を比較する．

����
：図 ����のように色情報を比較した結果，

特に色が似ている領域を高類似領域抽出す

る．

�����：全ての番号で色を比較するまで，����	

と ����
を繰り返す．

��� 可変ブロックを用いた領域抽出

高類似領域を利用して，可変ブロックを用いた

領域抽出を行う．可変ブロックを用いた領域抽出

法は，初期フレームからの領域抽出と同様のもの

だが，動画像からのオブジェクト抽出をするにあ
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たって，高類似領域を利用する．可変ブロックを

用いた領域抽出には，本来はユーザが位置指定し

た領域を利用するのだが，動画像からの抽出では

代わりに高類似領域を使用する．高類似領域を位

置指定した領域として置き換えることで，動画像

においても同様の処理手順でオブジェクトの抽出

が可能になる．図 �に処理の流れを示す．これに

よって抽出できた結果を用いて，以降のフレーム

において高類似領域の探索とオブジェクト抽出を

行う．

���画像の分割 ���高類似領域の抽出

���周辺ブロックとの比較 ���ブロックの分割

図 ��可変ブロックを用いたオブジェクト抽出

� 適用例

図 �に示す画像に対して，初期フレームのみに

位置指定を行い，領域全体を抽出し，以降のフレー

ムでオブジェクト抽出を行う．画像の大きさは ��


× ��
である．領域抽出が困難な画像として，抽

出対象とその他の領域の色が似ているという状況

が挙げられる．図 �は顔の領域と背景の領域が似

ているという特徴がある．よって，比較的オブジェ

クト領域の抽出が困難な画像といえる．

��� 初期フレームにおける抽出結果

まず，初期フレームに対してオブジェクト領域

の指定を行い領域抽出を行った．指定方法は，背

景を含まないように抽出対象の内側を囲むという

ものである．図 �にオブジェクトの指定結果を示

す．ブロック間の今回は人物全体を抽出対象とし

ている．位置指定を行った後，可変ブロックを用

���画像 ������　 ���画像 ������

���画像 ������　 ���画像 ������

図 ��画像 �����

いた領域抽出を行った．図 �に初期フレームにお

ける抽出結果を示す．ブロック間の��情報量が，

������ � 
���

の条件を満たすとき，ブロックの統合を行った．

図 �� �����のオブジェクトの指定結果

図 ��初期フレームにおける抽出結果

��� 動画像におけるオブジェクト抽出結
果

初期フレームからの領域抽出を行った後に，そ

の抽出結果を用いて高類似領域を抽出し，動画像

からオブジェクト領域を抽出した．図 �に，図 �と

図 ����との高類似領域の抽出結果を示す．ブロッ

ク間の��情報量が，

������ � 
��

の条件を満たすとき，ブロックの統合を行った�
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図 ��高類似領域の抽出結果

高類似領域を抽出したら，それを用いて動画像か

らオブジェクトを抽出した．図 �に動画像からオ

ブジェクト抽出を行った結果を示す．ブロック間

の��情報量が

������ � ��


の条件を満たすとき，ブロックの統合を行った．こ

の数値は実験的に求めた．最初に画像を区切るブ

ロックの面積は ��× ��ピクセルのブロックとし，

そこから � × �，� × �，� × �，� × �とブロッ

クの面積を小さくしながらブロック同士の統合を

行った．抽出結果を見てみると，抽出対象を大ま

かに抽出できているが，背景が混じってしまって

いる．これは，全てのブロックで��情報量の閾

値が同じになっているために，抽出できる領域に

ムラが生じてしまっているためである．

���抽出画像 �　　　　 ���抽出画像 �

���抽出画像 �　　　　 ���抽出画像 �

図 ��オブジェクト領域の抽出

� おわりに

本研究では，抽出したいオブジェクト領域の内

部を囲むという簡単な操作のみで，動画像から任

意のオブジェクトを抽出する方法を提案した．適

用例を通じて，動画像からオブジェクト対象全体

の抽出が可能であることを示した．しかしながら，

抽出対象が小さい，または抽出対象の動きが極端

に早い場合，抽出が困難である問題がある．今後

の課題として，これらの問題への対処や抽出結果

の精度向上などがあげられる．
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